
　
「
新
規
就
業
者
、
若
者
の
就
農

支
援
」「
農
業
後
継
者
の
育
成
支

援
」が
高
い
割
合
と
な
り
、
現
在

の
農
業
を
維
持
、
拡
大
す
る
支
援

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
農

業
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」も
高
い
割
合

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
既
に
一
定

の
知
名
度
の
あ
る
高
原
野
菜
が
前

提
に
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
生
涯
学
習
講
座
や
講
習
会
な

ど
の
開
催
」や「
文
化
・
芸
術
団
体

な
ど
の
支
援
、
育
成
」、「
ス
ポ
ー

ツ
教
室
・
講
習
会
の
開
催
」が
高
率

の
回
答
と
な
り
ま
し
た
。
多
様
な

講
座
や
講
習
会
の
開
催
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
「
安
定
し
た
ゴ
ミ
処
理
」や
、
現

況
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
最
下
位

の「
公
共
交
通
の
充
実
」の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
も
例
外
な
く
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら「
高
齢
者

福
祉
の
充
実
」が
最
も
高
い
割
合

と
な
り
ま
し
た
。
次
い
で「
子
育

て
支
援
の
充
実
」と
な
り
、
子
育

て
世
代
へ
の
支
援
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
健
康
づ
く
り
の

推
進
」も
高
い
割
合
を
占
め
て
い

ま
す
。

各
種
教
育
や
文
化
な
ど
の

充
実
の
た
め
に
は
、ど
の

施
策
を
進
め
た
ら
よ
い
と

思
い
ま
す
か
。

Ｑ

御
代
田
町
の
農
業
振
興
の

た
め
に
は
、
何
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
か
。

Ｑ

各種教育や文化などの充実

農業振興施策

0％ 10％ 20％ 30％

25.9％

4.6％

20.2％

13.6％

2.0％

7.5％

生涯学習講座や講習会などの開催

文化・芸術団体などの支援・育成
音楽や演劇などの発表会の開催

人権教育の推進

社会体育指導者の育成
その他
無回答

18.5％

7.7％

スポーツ教室・講習会の開催

0％ 10％ 20％ 30％

7.8％

5.0％
26.7％

27.4％
20.7％

7.6％

1.5％

3.3％

経営改善指導の実施や農地集積化の支援
農家の大規模化への育成
農業継続者の育成支援

新規就業者、若者の就農支援
農産物ブランド化の推進

わからない
その他
無回答

保
健
福
祉
の
充
実
の
た
め

に
は
、
ど
の
施
策
を
進
め

た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

Ｑ

生
活
環
境
の
整
備
の
た
め

に
は
、
ど
の
施
策
を
進
め

た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

Ｑ

学
校
教
育
の
充
実
の
た
め

に
は
、
ど
の
施
策
を
進
め

た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

Ｑ　
「
教
職
員
の
資
質
向
上
」、「
学

力
の
向
上
」が
高
い
割
合
を
占
め
、

こ
れ
ら
に
対
す
る
積
極
的
な
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

生活環境の整備

保健福祉の充実

学校教育の充実

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％

16.7％

2.5％
19.8％

21.7％
14.6％

4.2％

3.5％
1.0％

道路網の整備
公共交通の充実
上下水道の整備

安定したゴミ処理
環境保全

地球温暖化対策
災害対策
その他
無回答

15.9％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

28.7％

7.3％

32.2％

4.8％

2.3％

1.9％

子育て支援の充実

母子保健の充実

高齢者福祉の充実

障がい者福祉の充実

健康づくりの推進

その他

無回答

22.8％

0％ 10％ 20％ 30％

17.6％

9.1％
7.5％

11.9％
6.3％

9.7％

1.8％
3.4％

学力の向上
施設の整備

安全対策の推進
地域に開かれた学校づくり

情報教育の推進

教職員の資質向上
その他
無回答

13.1％

19.6％

外国語教育の推進
職業教育の推進

※
項
目
に
よ
っ
て
は
複
数
回
答
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
合
計
が
1
0
0
％
を
超
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
施
策
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「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品

開
発
や
ブ
ラ
ン
ド
化
」が
最
多
回

答
と
な
り
ま
し
た
。
農
業
振
興
で

の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
高
い
割
合
と

な
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
御
代
田

町
の
特
産
と
い
え
る
付
加
価
値
の

高
い
商
品
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

現
状
で
は
十
分
で
は
な
い
と
の
こ

と
で
一
致
し
て
い
ま
す
。
回
答
で

は「
観
光
資
源
の
発
掘
、
活
用
」や

「
既
存
の
ま
つ
り
や
行
事
の
振
興
」、

「
広
域
観
光
の
推
進
」が
高
率
と
な

り
ま
し
た
。

　
「
企
業
誘
致
の
推
進
」が
最
多
回

答
と
な
っ
た
こ
と
は
、
当
町
の
産

業
の
長
所
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い

く
べ
き
だ
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た「
町
独
自
の
支
援
制

度
の
充
実
」の
割
合
が
多
い
こ
と

か
ら
、
町
と
し
て
の
積
極
的
な
支

援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

御
代
田
町
の
商
業
振
興
の

た
め
に
は
、
何
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
か
。

御
代
田
町
の
観
光
振
興
の

た
め
に
は
、
何
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
か
。

Ｑ

Ｑ

御
代
田
町
の
工
業
振
興
の

た
め
に
は
、
何
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
か
。

Ｑ

商業振興施策

工業振興施策

観光振興施策

0％ 10％ 20％ 30％

21.3％

28.3％

32.2％

10.6％

3.6％

3.9％

既存商店街の活性化

集合小売店舗の施設づくりなどの企業支援

地域資源を活用した商品開発やブランド化

その他

無回答

わからない

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

30.5％

10.9％

14.1％

1.6％

4.2％

企業誘致の推進

経営合理化や技術開発などの支援

国や県などの有利な融資制度の利用促進
町内企業向けの融資や補助など、

町独自の支援制度の充実
わからない

その他

無回答

23.7％

15.1％

0％ 10％ 20％ 30％

24.1％

12.5％

14.1％

17.8％

2.5％

3.9％

観光資源の発掘、活用

誘客・宣伝活動
広域観光の推進

既存のまつりや行事の振興

わからない
その他
無回答

18.8％

6.3％

新たな拠点の整備

　
「
住
み
よ
い
」「
ま
あ
住
み
よ
い
」

の
合
計
が
約
63
％
を
占
め
ま
し
た
。「
普
通
」を
加

え
る
と
回
答
者
の
約
87
％
が
、
住
み
よ
さ
に
つ
い

て
一
定
の
評
価
を
し
て
い
ま
す
。
住
み
よ
い
理
由

に
つ
い
て
は「
自
然
環
境
の
良
さ
」「
地
理
的
な
交

通
の
便
の
良
さ
」「
災
害
が
少
な
い
」が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
住
み
に
く
い
と
回
答
し
た
方
は
、
意

見
欄
か
ら「
日
常
の
移
動
の
不
便
さ
」等
に
関
し
不

満
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

住みよさ

住みよい
18.1％

まあ住みよい
44.7％

普通
24.5％

やや住みにくい
7.1％

住みにくい
3.2％

無回答
2.5％

御
代
田
町
は
住
み
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

Ｑ
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